
2October 2016 No.22

October 2016 No.22
目次

45

　
中
国
語
の
す
す
め

瀧
野
瀬 

泰
三

29

本
部
か
ら
の
報
告

広
報
・
I
T
委
員
会

45

同
窓
生
寄
稿

47

卒
業
生
の
お
宿
・
お
店
紹
介『
八
戸
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
』

長
沼 

弘
次

48

茶
道
の
裏
表

吉
田 

仙
紀（
紀
子
）

49

Laugh it aw
ay！

ム
ズ
ラ
ッ
ク
ル・ハ
リ
ト

29

　
定
期
総
会
お
よ
び
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
ご
案
内

31

支
部
か
ら
の
報
告

39

同
期
会
か
ら
の
報
告

42

O
B
会
か
ら
の
報
告

12

千
葉
商
科
大
学
の
教
育
理
念
と
教
育
改
革
の
基
本
方
針

鈴
木 

春
二

18

千
葉
商
科
大
学
の
3
つ
の
ポ
リ
シ
ー
に
つ
い
て

4

同
窓
会
は
誰
の
た
め
の
も
の
か

岩
崎 

勝
彦

巻

頭

言

27

空
手
道 

我
が
人
生

野
口 

正
行

活
躍
す
る
卒
業
生

特

集

1

5

「
中
期
経
営
計
画
」の
達
成
を
確
実
に
す
る
た
め
に

│ 

実
施
3
年
目
の
中
間
年
を
迎
え
て
内
田 

茂
男

特

集

3

22

千
葉
商
科
大
学
創
立
90
周
年
に
向
け
て（
第
2
回
）

　
鴨
専
・
商
大
と
友

矢
坂 

新
一

特

集

2

同
窓
会
活
動

51

C
U
C
経
営
者
会
議
第
2
回
総
会
を
開
催

C
U
C
経
営
者
会
議

随

 

筆

29

　
各
委
員
会
情
報（
主
た
る
項
目
）

29

　
支
部
長
会
か
ら
の
連
絡

30

　
教
育
研
究
会
活
動
報
告



3

C O N T E N T S

56

教
育
後
援
会
の
活
動

小
林 

正
興

57

教
育
後
援
会
役
員
会
報
告

61

千
葉
商
科
大
学
教
育
後
援
会 

新
会
員
歓
迎
会
の
開
催

79

生
涯
学
習
、社
会
人
教
育
支
援
事
業
に
つ
い
て

73

グ
ロ
ー
バル
化
に
先
駆
け
る
千
葉
商
科
大
学

高
橋 

百
合
子

77

ミ
スマッ
チ
の
解
消
と
ベ
ス
ト
マッ
チ
の
創
造
に
向
け
て
留
意
し
た
い
こ
と

川

瀬 

功

64

2
大
会
連
続
！「
瑞
穂
会
」
が

　
全
国
大
学
対
抗
簿
記
大
会
団
体
戦
で
1
位
、2
位
を
独
占
！

65

商
経
学
部
1
年
片
見
公
亮
さ
ん
が
パ
ラ
卓
球
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
オ
ー
プ
ン
で
金
メ
ダ
ル
！！

67

「T
he U

niversity H
U
B

」2
0
1
6
年
10
月
オ
ー
プ
ン

66

学
生
ベン
チ
ャ
ー
食
堂
新
規
経
営
者
を
決
定
！

　
学
内
市
場
調
査
を
基
に
し
た
丼
物
食
堂「
満
腹
ダ
イ
ニン
グ
」で
顧
客
満
足
の
向
上
を
め
ざ
す

82

地
域
貢
献
活
動

64

本
学
ボ
ウ
リ
ン
グ
部
が
第
55
回
関
東
学
生
春
季
リ
ー
グ
戦
1
部
で
優
勝
！

64

■ 

ニ
ュ
ー
ス
・
イ
ベ
ン
ト

83

■ 

文
化
団
体
・
体
育
会
所
属
各
部
の
活
動
状
況

79

■ 

地
域
連
携
推
進
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス

77

■ 

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス

73

■ 

国
際
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス

68

■ 

メ
デ
ィ
ア
で
紹
介
さ
れ
た
C
U
C
の
報
道
一
覧

63

夢
を
実
現
す
る
力
を
養
う

楜
沢
　
順

ゼ

ミ

紹

介

62

ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
学
ぶ  

─ 

人
間
社
会
学
部

C
U
C
の
教
育

教
育
後
援
会
活
動

C
U
C
レ
ポ
ー
ト

▼
同
窓
会
支
部
事
務
局
一
覧
　

86
　
　
▼
編
集
後
記
　

88

著

書

紹

介

85

『
環
境
政
策
と
イ
ノ
ベ
ー
ション 

│  

高
度
成
長
期
日
本
の
硫
黄
酸
化
物
対
策
の
事
例
研
究
』

著
者
：
伊
藤
　
康

伊
藤
　
康



4October 2016 No.22

■
巻
頭
言

　

ま
ず
、
最
近
の
同
窓
会
の
動
き
か
ら
簡
単
に
ご
紹
介
し
よ
う
。
一
つ
は
、

「
中
小
企
業
診
断
士
研
究
会
」が
新
た
に
同
窓
会
組
織
内
の
認
定
団
体
と

し
て
発
足
し
た
。
他
に
は
教
育
研
究
会
、会
計
人
ク
ラ
ブ
な
ど
あ
る
が
、当

団
体
は
大
学
院
商
学
研
究
科
に
設
置
さ
れ
た「
中
小
企
業
診
断
士
養
成

コ
ー
ス
」の
第
５
期
の
修
了
生（
代
表
：
青
木
靖
喜
さ
ん
）３
名
が
中
心
に

な
っ
て
組
成
さ
れ
た
。
今
後
の
活
動
計
画
は
一
般
中
小
企
業
へ
の
ア
ド
バ
イ

ス
は
勿
論
、
同
窓
会
地
方
県
支
部
の
会
員
向
け
相
談
や
活
性
化
に
一
役
買

う
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

　

次
に
長
年
の
夢
で
あ
っ
た
同
窓
会
女
子
会
の
活
動
の
具
体
化
で
あ
る
。

石
田
ま
さ
子
さ
ん
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
千
葉
県
支
部
女
子
会（
昭
50 

短
）

の
メ
ン
バ
ー
が
、
今
年
の
瑞
穂
祭
で
は
体
験
モ
ノ
づ
く
り
コ
ー
ナ
ー
を
開
く
。

子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
気
軽
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
、
牛
乳
パ
ッ
ク
を

使
っ
た
小
物
入
れ
づ
く
り
を
企
画
し
て
い
る
。
ま
た
、
石
田
さ
ん
の
協
力
で

「
Ｊ
Ａ
い
ち
か
わ
」と
同
窓
会
が
協
賛
で
新
鮮
な
野
菜
・
果
物
の
販
売
を
実

施
す
る
。

　

以
上
は
、
同
窓
会
の
新
し
い
動
き
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
表
題
の「
同
窓

会
の
あ
り
方
」の
模
索
事
例
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
同
窓
会
と
は
卒
業
生
の
憩

い
の
場
で
あ
り
、
旧
き
仲
間
の
絆
を
深
め
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
は
変

わ
り
は
な
い
。
し
か
し
、
同
時
に
次
世
代
へ
の
橋
渡
し
を
す
る
場
で
も
あ
る

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
常
に
同
窓
会
を
取
り
巻
く
環

境
は
変
化
し
て
い
る
の
で
あ
り
、そ
の
変
化
へ
の
対
応
を
怠
っ
て
は
存
続
で
き

な
い
か
ら
で
あ
る
。
今
年
度
の
本
部
活
動
と
し
て
、
会
員
名
簿
の
整
備
を

急
ぎ
、
維
持
会
員
の
増
加
に
よ
る
財
政
基
盤
の
安
定
化
に
注
力
し
て
き
た
。

具
体
的
に
は 

①
会
員
増
強
を
図
る
一
方
で
経
費
を
見
直
し 

②
本
部
の
み

な
ら
ず
県
支
部
活
動
の
情
報
収
集
と
新
た
な
広
報
活
動 

③
卒
業
生
と
現

役
学
生
の
繋
が
り
の
場
の
提
供
や
同
窓
会
人
脈
の
紹
介
、
な
ど
が
同
窓
会

本
来
の
使
命
と
考
え
て
い
る
。
特
に
③
に
関
し
て
は
、卒
業
生
自
ら
が
現
役

学
生
の
行
動
に
も
っ
と
関
心
を
持
ち
、彼
等
の
真
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
か
ね

ば
、「
上
か
ら
目
線
の
忠
告
」に
終
わ
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
り
、い
つ
ま
で
た
っ

て
も
次
世
代
へ
の
橋
渡
し
は
で
き
な
い
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
同
窓
会
と

は
縦
横
の
人
脈
関
係
を
展
開
で
き
る
潜
在
的
パ
ワ
ー
を
持
つ
組
織
で
あ
る
。

会
員
一
人
ひ
と
り
が
同
窓
会
メ
ン
バ
ー
と
し
て
自
覚
し
、
活
動
に
協
力
・
貢

献
す
る
こ
と
が
、
同
窓
会
を
永
久
に
不
滅
に
す
る
原
動
力
と
な
り
、
同
時

に
維
持
会
費
が
母
校
を
支
え
る
た
め
に
必
要
な
財
源
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を

今
一
度
認
識
し
て
頂
き
た
い
。
誰
も
が
、母
校
が
潰
れ
た
り
、廃
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
な
い
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

千
葉
商
大
を
核
と
し
た
結
束
が
、
将
来
社
会
に
お
け
る
一
つ
の
大
き
な

パ
ワ
ー
と
し
て
発
揮
で
き
る
日
が
必
ず
実
現
す
る
も
の
と
信
じ
て
や
ま
な
い
。

同
窓
会
は
誰
の
た
め
の
も
の
か

岩
崎 

勝
彦 

●
千
葉
商
科
大
学
同
窓
会
会
長

（
平
19 

院
）
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空
手
道 

我
が
人
生

昭
和
48
年
3
月 

商
経
学
部
経
済
学
科
卒
業

野
口 

正
行

活躍する卒業生
　

昭
和
44
年
4
月
、
千
葉
商
科
大
学
に
入
学
し
、
同
時
に
空
手
部

に
入
部
。
当
時
の
体
育
会
は
武
道
関
係
の
部
員
数
が
多
く
、
押
忍

の
世
界
で
上
下
関
係
が
厳
し
い
上
に
体
育
館
は
古
い
木
造
の
講
堂

と
兼
用
、
部
室
は
木
造
2
階
建
て
と
い
う
お
粗
末
な
も
の
で
し
た
。

　

ま
た
、
学
生
寮
が
幾
つ
か
あ
り
、
そ
の
寮
生
活
も
上
下
関
係
が

厳
し
く
、
常
に
緊
張
の
毎
日
で
し
た
。
好
き
で
入
部
し
た
と
は
言

え
、
と
ん
で
も
な
い
世
界
に
入
り
込
ん
だ
と
思
う
毎
日
で
、
校
庭

も
今
と
違
い
、
1
号
館
前
に
あ
る
森
先
生
の
銅
像
前
は
部
活
の
中

心
場
所
で
、
ほ
か
に
里
見
公
園
、
真
間
山
と
場
所
を
変
え
な
が
ら

の
練
習
で
し
た
。
終
了
後
は
い
つ
も
銅
像
前
に
集
合
し
、
気
合
い

を
入
れ
ら
れ
て
解
散
と
い
う
毎
日
で
、
今
振
り
返
る
と
と
て
も
良

い
思
い
出
と
し
て
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
学
園
紛
争
の
波
が
千
葉
商
大
に
も
押
し
寄
せ
、
ヘ

ル
メ
ッ
ト
を
被
っ
た
学
生
た
ち
が
ス
ク
ラ
ム
を
組
み
正
門
ま
で

私
の
商
大
時
代
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や
っ
て
き
て
構
内
へ
入
り
込
も
う
と
し
た
の
を
体
育
会
関
係
者
が

団
結
し
、
バ
リ
ケ
ー
ド
を
作
っ
て
追
い
返
し
た
時
、
母
校
愛
が
生

ま
れ
、
千
葉
商
大
の
た
め
に
と
い
う
気
持
ち
が
体
育
会
全
般
に
行

き
渡
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
大
学
卒
業
後
、
空
手
部
O
B
た
ち
と
何
か
後
世
に
足
跡

を
残
せ
な
い
か
と
思
い
、
今
か
ら
40
年
前
の
1
9
7
7
年
に
空
手

道
一
友
会
を
設
立
し
ま
し
た（
の
ち
に
一
般
社
団
法
人
全
日
本
空

手
道
一
友
会
に
改
名
）。
当
時
、
青
雲
の
志
を
頂
き
、
日
本
一
の
団

体
を
作
る
と
決
意
し
、
約
20
名
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
当
時
未
開
発
地

の
湾
岸
地
区
に
注
目
し
、辰
巳
、東
雲
、有
明
、豊
洲
、枝
川
、市
川
、

大
田
区
、横
浜
と
練
習
場
所
を
確
保
。
現
在
、関
東
地
区
に
1
8
0

カ
所
、
約
4
千
名
の
会
員
と
な
り
、
成
長
し
続
け
て
い
ま
す
。
こ

れ
も
す
べ
て
母
校
、
千
葉
商
大
の
絆
が
あ
り
、
信
頼
が
大
き
な
輪

と
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
な
る
成
長
を
続
け
て
い
く
も
の
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
夢
を
追
い
続
け
、大
き
な
目
標
を
持
ち
、一
つ

の
こ
と
を
継
続
し
、
信
念
を
も
っ
て
事
に
当
た
れ
ば
必
ず
道
は
開

け
ま
す
。

　

2
0
2
0
年
に
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
空
手
道
競
技
が
決

ま
り
、
空
手
界
も
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
今
、
後
輩
た
ち

に
後
を
お
願
い
し
、
新
た
に
全
国
規
模
の
団
体
を
立
ち
上
げ
る
準

備
を
し
て
い
ま
す
。

　

年
齢
に
関
係
な
く
い
つ
ま
で
も
夢
を
抱
き
挑
戦
し
て
い
く
人
生

に
悔
い
は
な
い
と
思
っ
て
お
り
、
学
生
時
代
に
出
会
っ
た
仲
間
た

ち
と
交
流
を
続
け
、
当
時
の
夢
や
希
望
、
思
い
出
を
語
り
合
い
な

が
ら
進
化
し
続
け
る
人
生
で
あ
り
た
い
も
の
で
す
。

空
手
道
一
友
会
の
設
立

今
後
の
抱
負


